
 

 

（様式６－１） 

実績概要（ホームページ掲載用） 

 

研究又は活動のテーマ 遊休農地の再生を通じた美しい里山モデルづくり 

助成事業者 ソーシャルビジネスクラブ西米良 

代表者 濵砂 亨 

（目的） 

 森林が面積の大部分を占める西米良村は、雄大な自然環境とともに棚田やゆず園などを「営

む」生活の姿によって、美しい景観が形成されてきたが、過疎・高齢化の進展に伴い、比較的

立地条件の良い棚田やゆず園等でさえも後継者、労働力不足から地域内での管理等ができなく

なり、地域全体が衰退しつつある。 

本事業では、遊休地を活用し、棚田等の再生を通した里山の美しい景観の保全活動につい

て、参加型のワークショップや体験活動、勉強会等を地域内外の参加者を取り込みながら実施

するとともに、この活動を他地域での取り組みに繋げていくことを目的とする。 

（概要） 

2022/10/22（日） 伐採、除根ワークショップ 

参加者：村内有志、会員 

参加者数：7名 

・会員及び村内の数名に声をかけワークショップを行った 

・5年以上放置された田であり、背丈以上に伸びたカヤ（ススキ）は株が大きく育ち、伐

採るだけでも1日かかった。 

・伐採した後に、手作業で切ったカヤを集草し端に寄せたあと、バックホウで根の除去を

行った。 

2023/2/4（土） 柚子の剪定ワークショップ 

参加者：村内有志、会員 

参加者数：大人6名、子ども3名 

・遊休地に残された柚子の木の剪定ワークショップを行った。 

・講師に村内の柚子農家の方を講師に招き、剪定のコツなどを教わりながら、作業を行っ

た。 

2023/2/5（日） 整地、種まきワークショップ 

参加者：村内有志、会員 

参加者数：大人9名、子ども5名 

・村内外の数名に声をかけ、種まきワークショップを行った。 

・10月に伐採除根をした田の整地を行ったのち、子ども達も参加し春に向けて菜の花、レ

ンゲの種まきを行った。 

 

（全体を通しての感想） 

・使われなくなった田畑を改めて使うようにすることの大変さが分かった。草を刈るだけ

でも景観が良くなることを実感した。 

・子ども達が種まきをする機会も少なく貴重な経験であった。 

・花が咲くのが楽しみ。 


